
（仮称）改革ねりまプランの策定について
Ⅰ 改革ねりま これまでの取組

令和４年10月19日
区 政 改 革 担 当 課

▶様々な分野で｢練馬区モデル｣を展開し、区民生活全般にわたり、
施策を充実

▶政策を実現するための具体的な仕組みや態勢を｢区民の視点｣から見直す
様々な改革を実行

○政策と区政運営の両面で区政改革に取り組んできた。

区民
協働

みどりの区民会議開催
地域おこしプロジェクトの展開

窓口改革の展開ねりまちレポーター
練馬こどもカフェ創設 ワクチン接種体制｢練馬区モデル｣構築

街かどケアカフェ創設

世界都市農業サミット開催

練馬光が丘病院リニューアルオープン

ＤＸ 人事・

人材育成

政策
区政
運営

Ⅱ 区を取り巻く状況

・日本経済が停滞する中でコロナ禍が直撃
・円安による更なる物価上昇の懸念。国際競争力が落ち、選ばれない国に
・出生数の減少、高齢化が進行。生産年齢人口も減少局面に
・コロナ禍で日本のデジタル化の遅れが鮮明に
・ヤングケアラー、8050問題など複雑化・多様化する社会課題

Ⅲ 改革の取組を強化

○令和４年３月に第２次ビジョン改定アクションプランを策定。
先行きが不透明な状況にあっても、これまでの施策を継続・発展
○そのために、更なる区政改革に取り組み、施策を進める
具体的な仕組みや態勢を強化
→改革の方向性を定める｢(仮称)改革ねりまプラン」を策定

Ⅳ ３つの方策で改革に取り組む

○区民協働の区政を進め、
区民サービスを充実する

○｢伝える｣情報発信から
｢伝わる｣情報発信へ転換する

○区民サービスの質を
向上させる

○業務の改革を進める

○改革を進める人材を
育てる

財政調整基金は目標額400億を達成

生活保護ケースワーカー等を大幅増員
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約72億円

資料３

練馬こども園の創設
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